要望書

平成18年4月10日

文京区長　　煙山　力　殿
第五中学校・第七中学校統合計画案による

新大塚公園廃止に関する要望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新大塚公園を守る会

文京区大塚2-1-12
代表　　岡野　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他　区内　11,604　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区外　 1,786　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　13,390　名

＜要望理由＞

文京区教育委員会が提示している「区立小・中学校の将来ビジョン（素案）の骨子」では、平成21年度開校予定の第五中学校及び第七中学校の統合校を、教育センター及び新大塚公園の敷地に建設することを検討するとあり、早期の新大塚公園廃止が盛り込まれています。

　

新大塚公園は

1 40年間地域になじみ、多くの近隣住民のみならず、近隣校に通う学生・生徒や近隣幼稚園の幼児・父母等広い地域の人々に愛され利用されている公園です。

2 ボールよけの高いフェンスが施されていることにより、少年から高齢者までが周囲を気にせず球技に没頭することができ、その歓声を聞きながら乳幼児・子供・若者お年寄りまで様々な世代が同時に憩い交流できる、安全・安心でかけがえのない公園です。更に周辺道路からも見通しのきく、犯罪防止面でもきわめて安全性の高い公園です。

3 樹齢50年を超える桜もあり、この桜は移植されると死んでしまいます。移植には高い専門性を持ったプロジェクトが必要です。また公園には桜以外にも樹高4メートルを超える樹木が100本以上もあり、野鳥から昆虫、草花があいまって四季折々の豊かな自然を作り出しています。この自然の美しい景観が多くの人々を集めているのです。

文京区教育改革区民会議の第2次答申にある「具体的な配置計画を早急に検討し、学校配置の将来ビジョンを区民に示すこと」に反し、区内全域における具体的な適正配置のビジョンを区民に示すこともせず、あまつさえ第五中学校及び第七中学校の統合のみを拙速に検討するなど、かかる杜撰な計画に基づく統合校を建設することを理由に、社会教育の大切な場である公園が廃止されること、及び自然が破壊されることを、私たちは到底許すわけにはいきません。

価値のある公園は文京区の財産であると同時に私たち文京区民のかけがえのない大切な財産です。新大塚公園に代替される公園は有り得ないと考えます。

以上の理由により、私たちは新大塚公園が廃止されることに反対し、以下のことを要望します。

＜要望事項＞

１．「区立小・中学校の将来ビジョン（素案）の骨子」にある新大塚公園用地を統合校の用地にすることを撤回すること。　素案において、新大塚公園を

統合校の用地にしないこと。

２．長期的な視野で自然環境を守り、新大塚公園を含む区内の公園を存続させること。
